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【セッションNo．3】 

知って得する！ 

現役ヘルプデスクが答えるDelphiテクニカルエッセンス 8.0 

株式会社ミガロ. 
RAD事業部 技術支援課 

吉原 泰介 
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【アジェンダ】   -サポートからの問合せフィードバック - 

Q2. EXEのサイズを小さくするには？  

Q1. ExcelファイルをPDFに変換するには？ 

Q3. C/Sアプリで3階層接続を行うには？  
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Excel2007以降では、実はExcel自身にPDFエクスポート 
の機能が実装されています。 
Delphi/400から、この機能をOLEで利用することで 
Acrobat等のツールを使わなくても、ExcelファイルをPDFに 
変換することができます。 

Acrobat等のツールを使わずに、Delphi/400でExcelファイル 
をPDFに変換することはできますか？ 

 【質問】 
 

 

 

 【回答】 
 

 Q1. ExcelファイルをPDFに変換するには？ 
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 Q1. ExcelファイルをPDFに変換するには？ 

• Excel2007以降に提供されているPDF変換機能 

Excel2010 
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 Q1. ExcelファイルをPDFに変換するには？ 

• ExcelをPDF変換するサンプルプログラム 
ダイアログで 
ファイルを設定 

Excelの機能を 
利用してPDF 
に変換 
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 Q1. ExcelファイルをPDFに変換するには？ 

• OLEからExportAsFixedFormat関数でPDF機能を利用する 

① XlFixedFormatType (XlFixedFormatType) 
        PDF 形式または XPS 形式のどちらで保存するかを指定する。 
② Object Filename (OleVariant) 
   保存ファイルの完全パス。省略した場合、 
   現在のフォルダーに保存される。 
③ Object Quality (OleVariant) 
   エクスポートされるファイルの品質を指定する。  
④ Object IncludeDocProperties (OleVariant) 
   文書のプロパティを含める場合は true。それ以外は false。 

呼出パラメータ 
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 Q1. ExcelファイルをPDFに変換するには？ 

⑤ Object IgnorePrintAreas (OleVariant) 
   印刷領域を無視する場合は true。それ以外は false。 
⑥ Object From (OleVariant) 
   エクスポートを開始するページ番号。 
⑦ Object To (OleVariant) 
   エクスポートする最終ページ番号。 
⑧ Object OpenAfterPublish (OleVariant) 
   直ちにビューアーで表示する場合は true。それ以外は false。 
⑨ Object FixedFormatExtClassPtr (OleVariant) 
   IMsoDocExporter インターフェイスの実装へのポインタ。 

呼出パラメータ 
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 変換ボタンの処理（ソース） 

procedure TForm1.BitBtn1Click(Sender: TObject); 
var 
  Excel     : Variant; 
  WBook     : Variant; 
  Wsheet    : Variant; 
  ver       : Currency; 
begin 
  try 
    Excel := CreateOleObject( 'Excel.Application' ); 
    Excel.Application.Visible := True;                   //Excelを表示 
    Ver:=StrToFloatdef(Excel.Application.Version,0.0);   //Excelバージョンの取得 
    if Ver<12.0 then                                     //Excel2007以前はエラー 
    begin 
      ShowMessage(‘Excel2007以降でしか使えません'); 
      Excel.Quit; 
      Exit; 
    end; 
 

 Q1. ExcelファイルをPDFに変換するには？ 
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変換ボタンの処理（ソース） 

    WBook:=Excel.Application.WorkBooks; 
    WBook.Open(edtxlsFile.Text);                     //画面で設定したExcelを読み込む 
    WSheet := Excel.Application.ActiveSheet; 
    WSheet.ExportAsFixedFormat(  //Excel → PDF 変換処理 
      $00000000,                 //  Type                : PDF $00000000 XPS $00000001 
      edtPDFFile.Text,           //  Filename            : 変換するファイル名 
      $00000000,                 //  Quality             : 通常$00000000 最小$00000000 
      True,                      //  IncludeDocProperties: ドキュメント有効 
      True ,                     //  IgnorePrintAreas    : 印刷範囲有効 
      EmptyParam,                //  From                : 開始ページ 
      EmptyParam,                //  To                  : 終了ページ 
      True,                      //  OpenAfterPublish    : 作成後表示 
      EmptyParam                 //  FixedFormatExtClassPtr: ポインタ 
    ); 
  finally 
    WBook.Close;    //Book終了 
    Excel.Quit;     //Excel終了 
  end; 
end; 

 Q1. ExcelファイルをPDFに変換するには？ 

既存のExcel処理も 
簡単にPDF出力を機能 
拡張できます！ 
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Delphi/400のアプリケーションは、基本1つのEXEに 
全て必要なモジュールが組み込まれているので、 
配布が簡単なことが利点ですが、サイズも大きくなります。 
しかし、EXEに組み込まれたランタイムのパッケージを 
分離するとEXEのサイズを小さくすることができます。 

アプリケーションのEXEのサイズが大きくなってしまった 
のですが、サイズを小さくすることはできますか？ 

 【質問】 
 

 

 

 【回答】 
 

 Q2. EXEのサイズを小さくするには？  
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• Delphi/400 アプリケーションのEXEサイズ 

 Q2. EXEのサイズを小さくするには？  

クライアントPC 

Delphi/400はプログラムをコンパイルすると通常、 
全てを含んだ1つのEXEアプリケーションを生成。 

たくさんの画面や機能を作りこむと 
サイズが比例して大きくなります。 



100% IBM i Company 本文書の一部または全部の転載を禁止します。本文書の著作権は、著作者に帰属します。 

メモ情報 

• Delphi/400 アプリケーションのEXEサイズ 

 Q2. EXEのサイズを小さくするには？  

EXEの中には必要なものが全て含まれていますが、 
コンポーネント情報などが含まれるパッケージ(.bplファイル)を 
分離することで、EXEのサイズを小さくすることもできます。 

XXX 
.bpl 

XXX 
.bpl 

通常はEXE内にパッケー
ジ情報を含めている 

分離 

分離するとパッケージ分 
サイズが小さくなる 

XXX 
.bpl 

XXX 
.bpl 

bplファイルとはBorland Package Libraryが略された拡張子のファイルになります。 
コンポーネントなどの標準で部品化されたプログラム情報が含まれており、Delphi開発PC内にあります。 
自作することもできますが、基本的にはbplは完成されたものなので、変更されたりはしません。 
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 Q2. EXEのサイズを小さくするには？  

• EXEからパッケージを分離する 
[プロジェクト|オプション]からパッケージを選択し、 
『実行時パッケージを使って構築』のチェックを入れてコンパイル。 
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 Q2. EXEのサイズを小さくするには？  

• EXEからパッケージを分離する 

XXX 
.bpl 

XXX 
.bpl 

クライアントPC 

パッケージ分サイズが 
大幅に小さくなる 

パッケージを分離すると必要最低限のEXEサイズになります。 
（パッケージは別途配布が必要です。） 
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 Q2. EXEのサイズを小さくするには？  

• パッケージを分離する場合の注意点 

XXX 
.bpl 

XXX 
.bpl 

参照 
エラー 

EXEに含まなくてもPC内に 
パッケージは必要です。 

小さくなったEXEだけを配布しても、実行すると以下のような 
エラーになるので注意 
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 Q2. EXEのサイズを小さくするには？  

• 配布が必要なパッケージを調べる 

XXX 
.bpl 

XXX 
.bpl 

プロジェクトの情報で、このEXEが使用している
パッケージが表示される。 
bplは自分で作成しないかぎり、変更はないので 

基本的に1度配布すればOK！ 

EXEで使用している（配布が必要な）パッケージは 
[プロジェクト|プロジェクト名の情報]で確認 
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• こんな場合にサイズが小さいことが有効 

 Q2. EXEのサイズを小さくするには？  

XXX 
.bpl 

XXX 
.bpl 

クライアントPC サイズが小さければ 
EXEの入れ替え（上書き） 
がスムーズにできる！ 

ランタイムのパッケージは
どのEXEにも組み込まれる
ので、分離しておくとEXE毎
に無駄な重複がなくなる！ 

EXEの入れ替えが多い場合 

EXEがたくさんある場合 
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Delphi/400にはDataSnapという機能がありますが、 
これを使用することで、dbExpressでの3階層方式 
での接続アプリケーション開発も可能です。 
特にV2010以降は大きく機能追加されており、 
簡単に仕組みを構築することができます。 

C/SアプリケーションでWebのように3階層方式で 
接続を行う仕組みは開発できますか？ 

 【質問】 
 

 

 

 【回答】 
 

 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• 3階層の接続の仕組みでは、どんな効果があるか？ 

クライアントの負荷をサーバ経由で軽減することができる！ 

PC上でのクライアントアプリケーションの動作負荷が大きい。 

クライアントアプリケーションは『画面』 
サーバアプリケーションは『機能』 
という作り分けをすれば、機能の変更時に 
サーバだけで対応（モジュール入れ替え）できる！ 

各PCはEXEを配布するだけで環境構築なしで使える！ 

PC毎の環境構築や管理が手間になっている。 
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IBM i  （AS/400） 

 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• C/Sアプリケーションでの2階層接続の仕組み 

クライアントPC 

DB2/400 

Delphi/400 

（CO4XX） 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

クライアントPC 

Delphi/400 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

クライアント 
からIBM i へ 
直接接続 

Delphi/400 



100% IBM i Company 本文書の一部または全部の転載を禁止します。本文書の著作権は、著作者に帰属します。 

 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• C/Sアプリケーションでの3階層接続の仕組み 
（アプリケーションの仕組みによって実現する方法） 

IBM i  （AS/400） クライアントPC 

DB2/400 

Delphi/400 

（CO4XX） 

アプリケーションサーバ 

Delphi/400 

ｻｰﾊﾞ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

サーバから 
IBM i へ接続 

クライアントは 
サーバへアクセス 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• DataSnapは、多層アプリケーション、とりわけ多層データ
ベース アプリケーションの開発を可能にする Delphi/400
の技術です。 
 
DataSnapはV2009で大幅に機能が 
再構築され、V2010ではより使いやすく、 
機能も拡張されました。 
多層アプリケーションを作成する 
使いやすいウィザードも用意され、 
簡単に開発ができるようになりました。 

DataSnapとは 

V2009,V2010と強化されたDataSnap 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• サーバアプリケーションの作り方 

IBM i  （AS/400） クライアントPC 

DB2/400 

Delphi/400 

（CO4XX） 

アプリケーションサーバ 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

ｻｰﾊﾞ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

Delphi/400 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• サーバアプリケーションの作り方① 

メニューの[ファイル|新規作成|その他]から『DataSnapServer』を選択 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• サーバアプリケーションの作り方② 

DataSnapServerの構成を選択してOK 

サーバ上でどのように実行するかを選択
します。 
サーバに常駐で起動させる場合は 
サービスアプリケーションを使います。 

接続通信の設定 
標準はTCP/IPを使います。 
※HTTP経由での通信も可能です。 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• サーバアプリケーションの作り方③ 

選択した構成によってモジュールが生成 

Unit・・・画面（VCLフォームアプリケーション時のみ） 
ServerMethodsUnit  ・・・サーバが提供する機能 
ServerContainerUnit ・・・通信を制御する機能 
                （データモジュール） 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• サーバアプリケーションの作り方④ 
ServerMethodsに次のコンポーネントを配置 
SQLConnection、SQLQuery、DataSetProvider 

SQLConnection 

SQLQuery 

DataSetProvider 

今回はIBM i への接続とSQL発行を 
サーバアプリケーションの機能として 
ServerMethodsに実装します 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• サーバアプリケーションの作り方⑤ 

SQLConnectionコンポーネントの設定 
ConnectionNameプロパティを 
“CO400CONNECTION”に設定 

Paramsプロパティ 
を設定 

接続名 

接続名 

ﾕｰｻﾞｰ 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ名 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• サーバアプリケーションの作り方⑥ 

SQLQueryコンポーネントの設定 

SQLConnectionプロパティ 
を” SQLConnection1”に設定 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• サーバアプリケーションの作り方⑦ 

DataSetProviderコンポーネントの設定 

DataSetプロパティ 
を”SQLQuery1”に設定 

Optionプロパティの 
”poAllowCommandText”を 
“True”に設定 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• サーバアプリケーションの作り方⑧ 

完成したらコンパイルして、アプリケーションサーバ上で起動 

IBM i  （AS/400） クライアントPC 

DB2/400 

Delphi/400 

（CO4XX） 

アプリケーションサーバ 

Delphi/400 

ｻｰﾊﾞ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
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• クライアントアプリケーションの作り方 

 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

IBM i  （AS/400） クライアントPC 

DB2/400 

Delphi/400 

（CO4XX） 

アプリケーションサーバ 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

ｻｰﾊﾞ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

Delphi/400 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• クライアントアプリケーションの作り方① 

メニューの[ファイル|新規作成|VCLフォームアプリケーション] を選択 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• クライアントアプリケーションの作り方② 
フォームに次のコンポーネントを配置 
SQLConnection、DSProviderConnection、ClientDataSet、 
DataSource、DBGrid 

今回はサーバアプリケーションを 
利用して、IBM i に接続せずに 
データを表示する機能を実装します 
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• クライアントアプリケーションの作り方③ 

 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

ConnectionNameプロパティを 
“DATASNAPCONNECTION”に設定 

LoginPromptプロパティ 
を”False”に設定 

SQLConnectionコンポーネントの設定 

アプリケーショ
ンサーバ名 

使用するポート 
デフォルト:211 Paramsプロパティ 

を設定 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• クライアントアプリケーションの作り方④ 

SQLConnectionプロパティ 
を” SQLConnection1”に設定 

ServerClassNameプロパティ 
を” TServerMethods1”に入力設定 

DSProviderConnectionコンポーネントの設定 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• クライアントアプリケーションの作り方⑤ 

ClientDataSetコンポーネントの設定 

CommandTextプロパティ 
に実行するSQLを設定 
例）SELECT * FROM CUSTOMER ①RemoteServerプロパティに 

“DSProviderConnection1”を設定 

②RemoteServerを設定していると 
ProviderNameプロパティが選択できるの
で”DataSetProvider1”を設定 
※サーバアプリケーションが起動している必要があります。 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• クライアントアプリケーションの作り方⑥ 

DataSourceコンポーネントの設定 

DataSetプロパティ 
を”ClientDataSet1”に設定 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• クライアントアプリケーションの作り方⑦ 

DBGridコンポーネントの設定 

DataSourceプロパティ 
を”DataSource 1”に設定 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• クライアントアプリケーションの作り方⑧ 

ClientDataSetコンポーネントの 
Activeプロパティを”True”に設定するとデータが表示 

データの接続（サーバアプリケーションへ接続） 

IBM i に接続する 
設定はありませんが 

IBM i の情報を取得して 
表示することに成功！  
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• 3階層によってクライアントがEXEだけでIBM i へ接続完成 

IBM i  （AS/400） クライアントPC 

DB2/400 

Delphi/400 

（CO4XX） 

アプリケーションサーバ 

ｸﾗｲｱﾝﾄ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

ｻｰﾊﾞ 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

Delphi/400 
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 Q3. C/Sアプリケーションで3階層接続を行うには？ 

• 2階層と3階層のメリット    デメリット 

2階層 3階層 

クライアントPC毎にIBM i への接続の
環境構築が必要。 

クライアントPC毎にIBM iへの接続の 
環境構築が不要。 

Native接続やセッションなど 
Delphi/400の機能をフル活用できる。 

基本dbExpressでSQL中心の処理になる。 
Nativeなどは作りこみが必要。 

2階層より劣る点もありますが、Webブラウザよりも 
自由なC/S画面を使いつつ、PC管理も軽減できます。 
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ご清聴ありがとうございました。 


